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は じ め に

神宮寺遺跡は、近畿における唯―の縄文時代早期の遺跡として貴

重な存在である。

先年、この地から発見された土器は「交野神宮寺式土器」として

位置づけられ、その文様の施文法に特色をもち、いくつかの問題`点

をなげかけた。

交野市域には、縄文中期の星田旭遺跡や、弥生時代の高地性南山

遺跡をはじめ、数かずの古墳群があり、これらの遺跡から、この地

方のめぐまれた水と上によって人ぴとが生活し、原始文化を栄えさ

せたことがうかがわれる6神宮寺遺跡は、これら原始文化のあけぼ

のともといえるであろう。

こうしたこの地の重要性に鑑み、今回、文化庁の指定事業として、

遺跡範囲確認調査を実施した。幸い、調査にあたっては多くの方が

たの御援助のもとに所期の目的を達することができた。ここにその

資料をまとめ、概要を報告し、今後の保存活用の資にしたい。

昭和49年 3月

交 野 市 教 育 委 員 会

教 育 長  北  田 甫



1.本 書は、交野市教育委員会が国庫補助事
業 (総額 1,000,000円 、補助率50%)と し

て計画し、交野市教育委員会が担当実施し

た交野市倉治所在の神宮寺遺跡範囲確認発

掘調査事業の概要報告書である。

2.調 査は、交野市教育委員会の奥野義雄を
担当者 とし、昭和48年 10月 17日着手し、 3

月31日事業を完了した。この間、大阪府教

育委員会から種々援助かつ指導をうけると

ともに、調査実施にあたっては、西尾宏社

会教育課長と調査員として奥野平次が終始

従事 した。また、土地所有者の金沢丘八、

田中義政、厚主多嘉子の方々から好意的な

協力をいた ゞき、日中ひさえ氏からも好意

ある接待を賜わった。

さらに、地元の熱心な郷土史研究者の方

々、そして桜井敬夫、北尾清治、中野作一

郎の諸氏の援助を得た。ここに記して感謝

の意を表する。

3.本 書作成かつ調査実施にあたって片山長
三、渡辺誠、四手井晴子の調査顧間の諸先

生から専門的な御助言かつ指導を賜わった。

.こ こに記して厚 く感謝の意を表する。
′

4。 また、本書作成にかかる遺物整理等々に

ついて、かつ調査実施にあたっては、奥野

和夫、河辻和文、中可清、松田隆之の学生

諸君の援助をえた。さらに、玉井功氏より

遺物整理に助方をいた いゞた。ここに感謝

の意を表する。

5,本 書作成にあたり、写真撮影は平田政信
氏の協力があった。また、文責は調査担当

の奥野義雄が負うものである。

6。 調査実施に際して、スライドを作成した

ので、広 く市民の方々に利用していた ゞき

たい。
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神宮寺遺跡.範囲確認調査概要

第 1章 経 過

都市への人口集中化にともない、大阪近郊の各市町村

のベット・タウン化は、丘陵や田畑を無秩序に削り、埋

め、宅地化へと勢いよく変質されている。この交野市域

は、大阪近郊にあるとはいえ、その渦中からはかろうじ

て免がれているようにみえる。しかし、近い将来、交野

市域でも宅地開発の波は、よリー層勢いよくおしよせる

であろう。このような交野市域の交化財保護と宅地開発

の状況下で、神宮寺遺跡の範囲確認発掘調査が行なわれ

ることになった。

地 区 設 定  昭和48年 10月 17日 に現地を訪れ、調査を開始した。ま
ず、発掘作業にさきがけて、地区および トレンチの設定

を行なった。すでに近年、調査以前数ヶ月前に神宮寺遺

跡内の府道 (枚方大和郡山線)か ら東に入る農道の舗修

工事で縄文土器・石片が発見された。この地点をA地区

として、その東方の上段の広範囲のみかん畑をB地区と

した。また、B地区の対北部、すなわち交野山頂へ通じ

る山道を換んである北側のみかん畑をC地区として、地

各 トレンチ設定 区設定を行なった。さらに、その後、各地区にそれぞれ
2～ 4つのトレンチを設置し、それらの トレンチに第 1

から第11の トレンチ番号をつけた、第 1ト レンチから第

■ トレンチを設定後、まず各地区の地形実測を行ない、

かつ トレンチ設定地点を測量した。

その後に至って、南北長さ15m× 巾2mの第 1ト レン
レ ン チ チの表上の削平作業を行なった。順次、長さ東西長さ 7
レ ン チ m× 巾2mの第 2ト レンチ、東西長さ10m× 巾2mの第
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第 3 ト レ ン チ 3ト レンチの表土層の削平を行なっていった。

各 トレンチとも表上下、第 2層の茶褐色砂質上の床面

の状況を窺った後、第 1ト レンチの第 2層の削平を始め

た。第 1ト レンチの第 2層は35cm前後の堆積をみせ、第

2ト レンチの第 2層は40Cm内外、第 3ト レンチの第 2層

は25Cm前後の堆積を示していた。各 トレンチの第 3層に

いたって、第 1ト レンチにおいては荒い砂質土、第2ト

レンチでは暗茶褐色粘質上、第 3ト レンチでは暗い黒色

の粘質土 (黒色有機質土)が堆積していることがわかっ

た。また、第 1ト レンチの北側では荒い砂質土 (第 3層

)下に、第3ト レンチの黒色有機質土 (第 3層 )が堆積

し、この第 1ト レンチと第 3ト レンチの接する地点の第

3層中より若干の縄文土器片と石鏃 (1点 )を検出する

ことができた。

この各 トレンチの第 3層の状況を把握しながら、遺跡

内のみかん畑の現況を鑑みて、トレンチ内の全域を掘 り

下げて第 3層下の遺構の存否を確認することをやむなく

断念し、現耕作物に障害のない部分、すなわち、第 1ト

レンチでは南北軸の東側の半域、第2ト レンチでは東西

軸の北側の半域、第 3ト レンチにおいては東西軸の半域

での第 3層の掘り下げ作業を行なった。

その結果、第2ト レンチおよび第 1ト レンチの第 3層

の堆積は、それぞれ45～ 55Cm前後の厚堆積をみせていた。

また、第 3ト レンチでの第 3層の黒色有機質土は40Cm内

外の堆積を示し、 トレンチの西方に進むにつれて、その

堆積状況はや 薄ゝ くなっていることを知った。さらに、

この第 3ト レンチの第 3層下には砂質土があって、遺構

を検出することはできなかった。

このA地区の第 1ト レンチから第3ト レンチまでの調

査を完了して以後に、B地区内に設けた第 4ト レンチか
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レ ン チ

レ ン チ

ら第10ト レンチまでの内、第4ト レンチと第 5ト レンチ

の表上の削平作業を行なう。

南北長さ16m× 巾2mの第 4ト レンチおよびこのトレ

ンチに直行させた東西長さ12m× 巾2mの第 5ト レンチ

の表土は20～ 35Cmの堆積を示していた。第 4。 第 5ト レ

ンチの第 2層上面の状況を窺 い、第 2層の茶褐色土の掘

り下げ作業を行なった。第4ト レンチの北側から 6.5m

の地点から北方の第 2層は砂礫土を呈し、あきらかにこ

の地点より南方と堆積土が異なっていた。

この第 4。 第 5ト レンチも、A地区の各 トレンチと例

外なく、現状がみかん畑のため、現耕作物に障害を及ぼ

さないように、第 4ト レンチでは南北軸の東側の半域、

第 5ト レンチでは東西軸の南側の半域のみの第 2層の削

平にとどめざるをえなかった。

第 4。 第5ト レンチの第 2層中から中近世の上器を多

数検出したが、第 2層下の第 3層上面には遺構はなかっ

た。た 、ゞ第 4・ 第 5ト レンチとも第 2層の堆積は厚く

40Cm～ 60cm前後を保っていた。しかし、第4ト レンチの

北側では、この第 2層の淡茶褐色粘質上によって砂礫質

土は切られていることがわかった。そして、こと第4ト

レンチの北側の表土下に堆積している砂礫質土も40～ 50

cm内外の堆積を示し、北部へす んゝでいることを確認し

た。さらに、第 5ト レンチの第 2層下にはこの砂礫層が

堆積していることを確かめた。これに対して、第 4ト レ

ンチの第 2層下には黒色粘質土 (黒色有機質土)があり、

この黒色有機質土 (第 3層 )よ り単独で縄文土器の破片

が多数検出された。この状況をみて、第 4ト レンチの南

北軸よりや 、ゝ南方にこれと直行する第 4′トレンチをた

ちヾに設けて、第 3層上面まで掘 り下げていった。この

東西長さ10m× 巾2mの第 4′トレンチも、さきの トレン

第 4′トレンチの設定

-3-



第 6

第 7

第 8

ト レ ン

ト レ ン

ト レ ン

チ
　
チ
　
チ

チ同様、東西軸の南側半域を第 3層 まで削平可能であっ

た。第 4′トレンチでも、第 3層の黒色有機質土の床面お

よび土中より、単独で縄文土器の破片を若千検出できた。

第 4・ 第 4′トレンチの上面の状況を窺い、第 4層 まで削

平を行なった。この削平作業にともなって、第 4・ 第 4′

トレンチとも、若干の縄文土器の破片を検出することが

できた。しかし、第 4層上面に至ったが、遺構を検出す

ることはなかった。た 、ゞ第 4。 第 4′トレンチで検出す

ることができた縄文土器を単独で包含する第 3層の黒色

有機質上が明らかになった。た 、ゞ第 1ト ンレチと第 3

トレンチの接する地点で検出した石鉄の出土はなく、若

子の石片が出土したことが、この包含層の特質である。

第 4・ 第 4′トレンチの第 3層、すなわち黒有機質土の

堆積は20～ 25Cm程 であるが、第4ト レンチ内の西側面の

一部に35Cm程の堆積を示し、その両端が第 2層の茶褐色

上によって切られている状態をみると、元来は35CM前後

の堆積をみせていたのかもしれないと思われるが明らか

ではない。この黒色有機質土は第4ト レンチの北側 4m

の地点で消滅するが、南側へ延びていることがわかった

(図版十 )。 また、第 4′トレンチから、この層は、第 4層

の地形にそってや 西ゝ方へ低 くなるにつれて西へ下がっ

ていく状態を呈していた。しかし、第 4′トレンチの西側

より5mの地点は、A地区に落下してつらなる地形であ

った。

第 4・ 第 4′。第 5ト レンチの調査後、同地区内に設定

した第6ト レンチおよび第 7ト レンチとこの トレンチに

直行した第8ト レラチの調査に移った。

まず、東西長さ15m× 巾 2mの第 6ト レンチから表土

の削平を行なっていった。表土は20Cm前後の堆積を示し、

表上下は茶褐色上であった。この茶褐色上の第 2層上面
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の状態を窺がった後、第 2層 を掘り下げていった。第 2

層は33cm前後の堆積をみせ、層下に茶褐色粘質上が堆積

してぃた。この茶褐色粘質土は28～ 30cm内 外の堆積を示

し、その直下は砂質土であり、黒色有機質土の堆積はな

かった。た 、ゞ第 2層の茶褐色土中より第 4・ 第 4ア・第

5ト レンチと同様に、中近世の土器片が若千検出できた。

また、西東長さ10m× 巾2mの第 7ト レンチと南北長

さ15m× 巾2mの第 8ト レンチでは、20～ 25cnの表土層

下の茶褐色土には混入土があり、この地域の耕作状況、

すなわち攪乱状況がわかった。茶褐色上の上部にこの状

況が著しく、下部は窺乱をまぬがれていた。この第 2層

の茶褐色上が40cm前後の堆積で、この層下には暗茶褐色

粘質上が堆積していた。また、第 2層 中より礫石および

中近世土器片が検出された。第 3層の暗茶褐色粘質上に

いたっては、現耕作物の障害にならないように第 7ト レ

ンチでは東西軸の北側半域、第 8ト レンチでは南北軸の

西側半域のみを掘 り下げていった。この掘 り下げによっ

て、第 7.第 8ト レンチとも第 3層は38cm前後の堆積で

あり、部分的に第 2層 より窄がたれたピット (みかんの

木の肥料穴)があるのみであった。

第 9 ト レ ン チ  その後、同地区内の東方と東北に設けた第9ト レンチ

第 10ト レ ン チ と第10ト レンチの調査に移っていった。第9ト ンンチは、
南北の長さ15m× 巾2mで、20cm前後の堆積を示す表土

層下の掘 り下げは、各 トレンチ同様に耕作物の障害をさ

けるために、南北軸の西側の半域のみにとどめた。また、

南北の長さ15m× 巾2mの第10ト レンチにおいても同じ

調査工程をたどった。

まず、第9ト レンチでは、表土層下、茶褐色砂質上が

堆積し、この第 2層の茶褐色砂質士も攪乱し、表土から

穿がたれた直径75cm前後のピットがあり、このピットは
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第 ■ ト レ ン チ

第 12ト レ ン チ

第 3層の暗茶褐色粘質土までたっしていることがわかっ

たが、このピットは後世のものであり、この時期に第 2

層の一部が攪乱したと考えられる。第 2層の茶褐色砂質

土は、46Cm内外の堆積であり、第 2層下の第 3層上面に

は遺構は存在せず、さきのピットの痕跡があった。この

第 3層の暗茶褐色粘質土を掘り下げていつたが、第 3層

直下には砂質土が堆積していた。

一方、第9ト レンチと平行して掘 り下げ作業を行なっ

ていた第10ト レンチにおいても、第9ト レンチと同様の

状態を呈していた。すなわち表土層下には茶褐色砂質土

が堆積し、この第 2層中に黄褐色粘土、褐色砂質土が混

入し、攪舌ししていた。そして、トレンチの北側には第 2

層から第 3層の暗茶褐色粘質土にたっするピットが 1つ

あり、その堆積状況は、第9ト レンチと近似して、いた。

その後、B地区の対北にあるC地区に設けた第■・第

12ト レンチの調査に移った。東西の長さ3m× 巾lmの

第■ トレンチでは表土層下に黄褐色粘土層が堆積し、こ

の層を穿った直径 lmの ビットが トレンチ内の西端で、

また同内東端で中30Cmの深さ10Cmの小濤を検出した。そ

して、南北の長さ5m× 巾lmの第12ト レンチでも表土

下に固く叩きしめた状態の黄褐色粘土の床面を確認した。

このC地区は、奈良時代創建と伝えられる開元寺跡にあ

たり、この第 2層下の削平を中断した。

A・ BoC地 区内に設定した各 トレンチの調査後、測

量、写真撮影を行ない、遺跡の現場調査は昭和48年 11月

26日 に終了した。
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第 2章 環

地 理 的 環 境

歴 史 的 環 境

境

大和川とともに大阪平野を肥沃な沖積地にした淀川は、

大灰平野の北部で摂津と河内との両国を分かち、その東

岸には、生駒山系より、数多くの尾根や丘陵が派生して、

これらの尾根や丘陵の間には、生駒山系に源を発する大

小の河川が分流し、尾根や丘陵の間を抜け出た地点で、

淀川に合流しているのである。

古 く、淀川の主流が河内寄りに流れていたことは、御

殿山そして小倉・渚では崖下を通って、まっすぐに南に

流れ埜野の崖下付近で、天の川と合流して、西方へ流れ

をかえていった。この天の川や穂谷川などの流れは生駒

山系より派生した丘陵と丘陵の間の谷澳を洗いそして運

び流された土砂によって、肥沃な沖積地を造り出してい

る。この沖積地を、私たちは 〈交野が原〉と称し、古 く

から文化が栄えた大地であった。そして、この肥沃な大

地が形成されつつあつた組文時代には、この交野が原を

見下ろす生駒山系の丘陵の一つである交野山の中腹にあ

る神宮寺に縄文時代人が住みついたのであった。この交

野市倉治・神宮寺の地に人々が住みつ くまでは、枚方台

地に、あるいは神宮寺遺跡がある上手の山腹に土器をも

たなかった石器を主な道具としていた先土器 (あ るいは

無土器)時代の人々の居住地があったと考えられている。

この先土器時代の遺跡は交野市域では発見されていない

が、縄文時代早期に神宮寺のこの地一帯 (交野市倉治字

神宮寺)に 人々が住み、そこで生活していたことはあき

らかである。

このように生駒山系の交野山丘陵を背景にし, また生

駒山系から分流する河川によって形成された肥沃な大地

には、数多くの遺跡が残されていた。今回の調査にかか
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環 境 にみ る問題点

る縄文時代早期の神宮寺遺跡をはじめ、星田旭遺跡は神

宮寺につ ぐ交野市域唯―の縄文時代中期の遺跡である。

そして、淀川水系の一つとしてある天の川の豊富な水と

肥沃な大地にめ ぐまれた天野が原一帯には、弥生時代の

人々が住みついていたことが、私部・森遺跡や高地性の

弥生時代遺跡として知られている南山遺跡から窺えるの

である。その後、古墳時代に至っても、この肥沃な大地

にその文化を残した遺跡がある。すなわち、近年発掘調

査された私市にあった車塚古墳群をはじめ、交野丘陵の

中腹にある寺村古墳群、倉治古墳群などがそれである。

神宮寺遺跡から始まる交野市域の原始の文化が、神宮

寺遺跡から星田旭遺跡へ、さらに南山遺跡や私部、森遺

跡へと、この肥沃な土地へ住みついた人々の足跡がある。

しかし、これらの遺跡が直接的に結びついていくかは、

縄文時代早期の神宮寺遺跡と組文時代中期の星田旭遺跡

とを結びつける組文時代前期の遺跡とその特色が両遺跡

に関連しなければならないであろう。また、弥生時代の

中期の南山遺跡と私部・森遺跡との結びつきを考える際

も同様である。た 、ゞ神宮寺遺跡を交野市域の文化のあ

けぼのとして、以後縄文時代中期、弥生時代中期、後期

に人々の生活した歴史の痕跡があったことを知 りえるの

である。このような状況は、交野市域にみられる特色で

はなく、隣接する他市においてもみられる。すなわち、

枚方、寝屋川そして四条畷市、さらに大東市などを含め

た旧北河内群にみられる特色かと思われる。たとえば、

古墳時代の遺跡からもその特色が顕者にみられ、埜野車

塚古墳、忍ケ岡古墳などの北河内における前期に属す巨

大古墳が築造されて以後、後期古墳の出現をみないか、

あるいは時期的に新しい古墳をみるのみである。このよ

うな地域的な特色を北河内においてみることができるが、

現段段では未踏査の遺跡があるのかもしれない。
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第 3章 神宮寺遺跡調査と研究経緯

遺 跡 の  神宮寺遺跡は、昭和32年にこの地で縄文土器片が発見
か ら されて以後、地元の郷土史研究の志によって昭和32年 8

月に最初の調査が行なわれ、次いで昭和33年、昭和34年

に再三調査が実施されるに至った。調査によって得られ

た縄文土器には、当時貝・木・竹などの施文具によって

船形の沈線文を等間隔に散列されたと考えられていた文

様がみられた。そして、他に山形押型文、斜格子目文な

どの文様を施文した縄文土器片が発見された。さらに、

神宮寺遺跡の器形が乳房状尖底土器であったとみられる

尖底片も若干採収された。

また、昭和32年の発掘において炉址と思われる遺構が

発見されたことが F交野町史』の「遺跡と遺物」の章で

記されている。すなわち、「地表面より約四〇糎のとこ

ろから二個の石が現われはじめ、四五糎になってこの石

の東側に直径約六〇糎の木炭片・灰の集った炉址 1があ

らわれた。さらにこの西側から月ヽ石をならべた炉址 2も

あらわれた」とみられ、当時の状況が窺えるが、縄文土

器を検出したという状態も、また縄文土器を単独に検出

せしめる包含層の存否も不明である。また、地表面下40

′cmの地点での出土に対する状況把握は、今回の調査で第

1ト レンチの中央部で表土下第 2層 を穿ってつ くられた

木炭灰および礫石を含むピット (深 さ30cm前後)の 出土

状態と近似するように考えるが、炉址出土状況を実検し

ていないので、断定をすることをさけねばならないであ

ろう。

この町史刊行に伴って、同誌において昭和32年以来の

神宮寺遺跡調査の集績をもって桜井敬夫氏によって『神

宮寺早期縄文遺跡』が紹介された。しかし、これより以
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前に片山長三氏によって「福宮寺早期縄文式遺跡の発掘

」の第 1回の報告がなされていた (『石鏃』所収、昭和

32年、第 9号 )。

これらの調査にかかる報告を契機として、神宮寺遺跡

の縄文土器文様への関心がたかまってきたのであった。

神宮寺遺跡を最初発掘した片山長三氏は、神宮寺式土

器の施文は木・竹などで押捺して施されたもの (連続刺

突文系施文)であると考えた。また、所謂隋円文・沈文

の施文には、貝殻の背を押捺して施されたもの (貝殻条

痕文系施文)と 推察した (「神宮寺早期縄文式遺跡の発

掘」・『石鏃』第 9号所収 )。 これに対して、岡田茂弘氏

は、神宮寺式上器の施文における特殊菱形押型文・平行

線状押型文・連続刺突文・山形文・格子文、隋円文など

の比率を統計的に処理された。同氏にみる連続刺突文・

特殊菱形押型文そしてネガティブな隋円文などを含めた

施文には若千の課題が含まれつつ、施文研究における片

岡肇氏の神宮寺式土器の再検討まで待たねばならなかっ

た。片岡氏は、この再検討によって、回転押型施文技法

をもったものとして神宮寺式土器施文の問題解決を提示

して、時期的にも神宮寺→大川式という位置づけを論考

された。この神宮寺式土器の詳細な観察と実験をベース

とした片岡論文のなげかけた再考論は賛非両論をもつが、

大きな役割をあたえたといえる。しかし、施文にみる回

転・半回転の技法における、とくに半回転技法にみる押

型文への課題は残っていると考えられた。

しかし、神宮寺式上器の施文研究においては、同論文

はたかく評価できるとともに、唯―の神宮寺式土器研究

論考であり、半回転技法の詳細な観察と実浪1をベースと

した研究が展開されることが今後の課題であろう。
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第 4章 調査の目的と方針

調 査  目 的  神宮寺遺跡は、神宮寺式上器のもつ施文方法や遺構の

存否の問題から学術的にも重要な遺跡として知られてき

た。そして、近畿にみる縄文時代早期の遺跡としても貴

重な存在であった。しかし、これらの問題をもちながら

も、その遺跡の範囲についてはほとんど明らかにされて

いなかった。昭和32年以来、地元の郷土史研究者の間で

行なわれた調査によって、いくつかの課題を神宮寺遺跡

およびその出上にかかる神宮寺式土器についての研究が

なされながらも、確たる遺跡の範囲を確認すべき調査は

行なわれなかった。

神宮寺遺跡の範囲確認が行なわれることによって、さ

きの課題を考えるべき学術的調査を実施することも、さ

らに遺跡そのものの保存への処置も具体的に行なうこと

も可能になるであろうと思われる。かつ、近畿において

唯―の縄文時代早期の遺跡として、交野市域も例外なく

宅地開発のイ島中にある現状から保護することも可能にな

ると考えられた。

このような意図のもとで、神宮寺遺跡の範囲確認を行

なう必要性があり、範囲確認発掘調査を実施するに至っ

たのであった。したがって、調査にあたっては、範囲確

認を目的として、調査によってもたらされる遺構の、ま

た遺物の追求を第 2次的なものとすることにした。した

がって、発掘調査は広範囲にわたって地区設定を行なう

ことを主標として計画をたてた。しかしながら、土地所

有者との交渉が進展しなかったところがあり、当初の計

画よりもや 範ゝ囲を縮少しなければならなかったが、調

査目的の遺跡の範囲確認を遂行するには充分と考えられ

た。
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第 5章 遺

縄 文 土 器

中 近 世 土 器

出上した遺物は、第 1ト レンチと第3ト レンチでの若

子の縄文土器の破片と石鏃、第4ト レンチおよび第 4′ ト

レンチでの多数の縄文土器の破片と石片、さらに第 4ト

レンチから第10ト レンチの茶褐色砂質土 (第 2層 )中 と

一部の茶褐色粘質土 (第 3層 )中 より検出した中近世の

上器片である。

とくに、出土した縄文土器の破片はほとんどが細些な

ものであり、第3ト レンチから出土した山形文が日縁部

近 くに施された縄文土器片を最大とする (図版八の 6)。

石器は一般に魚形石鏃 として神宮寺遺跡特有の形を呈す

るので知られる石鏃 l′点 (Fig l)で 、他は石片である。

また、出上した縄文土器片のうち、乳房状底部片が 1′点

口縁都片がさきの山形文の上器を含めて 3点で、他は器

形のいずれの部分か明らかでない (図版四,八 )。

一方、中近世土器片であるが、瓦器片、灯明皿片、瓦

質の香炉の脚、陶器片などがある。これらの中近世土器

片もほとんど復原可能なものはない (図版五 )。

た 、ゞ今回の調査によって、縄文土器片のうち 2・ 3

点のものに施文の在 り方を顕著に示すものがある。まず、

さきに触れた山形文が施された口縁部片であり、この口

縁部から縄文土器の器径が復原できる。この山形文を施

文した縄文土器の回径は23cmを はかることができる。さ

らに、この山形文の施文法が回転押捺によって施された

ことが窺えるとともに、この施文に使用した原体の直径

およびその全長を推定することが可能である。すなわち、

原体の直径は 0,4cm程度で、その全長は 2 cm内外の小さ

なものであり、 2本の指で回転押捺したと考えられる (

図版八の 6)。

・
2‐ 負
◆

0      3 Cm

Fig l 石鉄実測図
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また、このような原体で施文したことがあきらかにわ

かる縄文土器片、すなわち図版入の5と 7にみられる沈

文の文様がそれである。

これらの縄文土器片以外は、施文方法を知る手とヽりに

なるものはほとんどなく、平行文、波状文、格子文、隋

円文などがあり、先年調査がなされた際に出土した文様

と同様である。

(誰 )神 宮寺式上器の施文方法についての詳細な観察

と実験による研究として片岡肇氏の「神宮寺式上

器の再検討」に詳しい。

た 、ゞ原体における半回転による押形文の施文

方法の論理的な考察が若干暖昧さをもっているよ

うに思えるが、回転押形文施文には詳細な観察と

論理がはらわれている。

一方、この章をまとめるにあたって、渡辺誠、

四手井晴子の両氏をはじめ、さきの神宮寺式上器

の施文の詳細な研究を行なわれた片岡肇氏の助言

を得た。さらに、下記の文献を参照した。

① 岡田茂弘「 H、 縄文文化の発展と地域性、 7

近畿」 (『 日本の考古学H、 縄文時代』河出書

房刊 )

② 片岡前掲書

③  片山長三編『交野町史 為謡一』、 とくに「第

二章、縄文時代」を参照した。
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第 6章

調査の成果

調査成果にょる問題点

範囲確認調査の成果

神宮寺遺跡の範囲確認の発掘調査を実施し、遺跡にあ

る耕地のA・ B・ Cの三地区内に12の トレンチを設けて

調査した結果、A地区の第 1ト レンチの北側から第 3ト

レンチの全域に亘って、縄文土器が単一に出土する包含

層を確認することができる。

また、B地区内に設定した第4ト レンチから第10ト レ

ンチに至る調査によって、第4ト レンチの北側を除く全

域と第 4′ トレンチの全域に亘って、縄文土器が単一に出

土する包含層を確認することができた。

た 、ゞC地区内に設定した第■ トレンチと第12ト レン

チは、奈良時代創建にかかる開元寺跡の遺構として神宮

寺遺跡の範囲とは異にするものとしておく必要があり、

C地区は考慮しない。

したがって、単独で縄文土器が出土する第 1ト レンチ

の北側と第 3ト レンチの東西長さ10mの全域と、地形上

において、このA地区の上段に位置する第 4ト レンチの

南北長さ16mの内、北方 4mま での南1l m内外の全域と、

第 4′ トレンチ東西長さ10mの全域におよぶ範囲が、神宮

寺遺跡の範囲であることがわかる。

ここで問題にしなければならないのは、A地区とこ地

区の高低差を考えるなら、A・ B地区を一つの遺跡の範

囲として把握することが不可能になるのではないかと考

えられることである。また、A地区、B地区を別々の範

囲のものと把握するなら、縄文時代早期の一時期に二つ

の生活の場が存在していたことになる。さらに、時期的

な差――層位的に神宮寺式上器が編年されていない、ま

た単一層から各種施文の縄文土器が出土することから不

可能である一―があるなら、A地区からB地区へ、ある
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いはB地区からA地区へ上活の場を移行したことが推定

されるであろう。

しかし、縄文時代の集落史の諸研究の成果から導き出

すなら、縄文時代の集落=生活の場の広さは10m～ 15m

四方の範囲と考えられ、神宮寺遺跡の今回の調査で確認

されたA地区の東西10m内外 (但 し南北は農道によって

分断されて明確ではない。)の範囲や、B地区の東西10m

前後、南北1l m内外の四方の縄文土器が単独に出土する

包含層の範囲は、それぞれ集落=生活の場どしての広さ

にほ 近ゞ似する範囲である。したがって、さきに推定し

たA地区とB地区とを個別の生活の場と考えることも可

能であるが、A地区とB地区の高低差が現地形のまま縄

文時代に存在していたものか問題である。

しかしながら、今回の調査によって、A地区とB地区

に亘って神宮寺遺跡が存在し、この両地区に遺構があっ

たであろうことが推定される。今回の調査では、縄文土

器を包含する黒色の有機質土層を確認し、その層を追求

することができた反面、調査前の土地所有者との協議に

よる現耕作物への障害をもたらさない調査方法を前提と

していたため、遺構を検出し、確認することはできなか

った一面をこの調査はもっていた。        そ

しかしながら、縄文土器自体、すなわち神宮寺式土器

そのものを研究する上で、新しい事実を提供すべき資料

としての縄文土器の出上をもたらしたといえよう (図版

入の 5と 6)。 この点については、次章において触れるこ

とにする。

以上が、今回の調査で得られた新しい成果である。
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